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本論文は、在日韓国・朝鮮人の生活文化に関して、オリジナルな調査に基づ、いて書かれた人類学的研究で‘ある o 2 
つのアイデンティティのはざまで生きる在日韓国・朝鮮人の実際生活において、 2 つの異なるアイデンティティがど
のようなコンテクストにおいてどのような形で現れるかを明らかにしようと試みた。このために在日韓国・朝鮮人が
自ら用いる姓名、選択して使用する言語、信仰する宗教とその儀礼という 3 つの側面を選び、それぞれについての調
査結果を詳細に記述し考察を加えている。とくに亙俗信仰と朝鮮寺についての研究を行った部分は、資料が貴重であ
り優れた民族誌として評価することができる o また本論文で扱った問題領域に対する人類学的アプローチ自体が既存
の研究には之しく、その意味で評価することもできる o
以上により本論文が、課程博士の論文として学位を授与するに十分であると判定した。
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